資料①

視覚障害児の教育活動上の配慮事項
	
	                 点　字　使　用　児　童　生　徒

	 特　　徴
	・触覚と聴力を活用した指導と、特別な工夫を必要とする。

	 教室環境


	・掲示物‥‥‥‥‥点字、触察（手指などで触れて調べること)の工夫。

・座席位置‥‥‥‥特別な配慮はいらない。

・採光‥‥‥‥‥‥特別な配慮はいらない。

	教科書 

	・点字本‥‥‥‥‥点訳により量的に増える。通常、分厚くて、分冊さ

　　　　　　　　　れている。

・ページ数‥‥‥‥墨字本と異なる。

・新出文字‥‥‥‥その都度指導。

・辞書等‥‥‥‥‥冊数が多くて持ち運び困難。

	 板　　書


	・点字による書写‥ますあけ（ほぼ文節分かち書き）に留意。

                  書き出し位置、改行等、板書内容をノートしやすい

　　　　　　　　　ように、口頭で指示する。

・同音異義語‥‥‥点字が表音文字である点に留意、漢字の意味等に特

　　　　　　　　　に留意。

	 ノート 

	・ファイル‥‥‥‥点字紙の散乱防止。

                  教科別に用意させて整理させる。

	触察・観察


	・触り方‥‥‥‥‥自分から触らせる。

　　　　　　　　　・一か所を起点として全体を触らせる。

                  ・全体の形を把握させてから、必要な部分へ。

　　　　　　　　　・充分に時間をかける。

	提出物・

    答案等
	・点字‥‥‥‥‥‥番号など、正確に書かせる。

・訂正‥‥‥‥‥‥赤ペンで訂正しておいて、点字メモか口頭で指示。

	 話し方 

	・口頭による指示、伝達の場合、目をつむって聞いても分かる話し方を

　心がける。

・指示代名詞‥‥‥あまり使わない。

・話し方‥‥‥‥‥明瞭な発音、適切な間の取り方。

・固有代名詞‥‥‥一音ごとにはっきり発音。

	
	


	
	             墨　字　使　用　児　童　生　徒

	 特　　徴
	・見やすい条件を整えて、主として視覚を活用した指導と、特別な工夫

　と配慮を必要とする。

	 教室環境


	・掲示物‥‥‥‥‥目の高さではっきりと大きく。

・座席位置‥‥‥‥黒板に近い中央寄りの席。

・採光‥‥‥‥‥‥電気スタンド、室内灯、カーテン。

	 教科書 

	・墨字本‥‥‥‥‥普通小・中学校と同じ。（点字本との関係で教科書　　　　　　　　　会社が制約される。）

・拡大本‥‥‥‥‥すべての教科書には、拡大教科書がある。

・辞書等‥‥‥‥‥字の細かいものは使用困難。

・書見台‥‥‥‥‥よい姿勢で、文字を目に近づけて読む台。

・ルーペ‥‥‥‥‥小さな文字や図などを読むときに使用。

	 板　　書


	・チョーク‥‥‥‥白色か黄色。

・文字の大きさ‥‥大きくこく（声を出しながら）書く。

・正しい文字で‥‥楷書体で正確に、字配りにも注意。

・単眼鏡‥‥‥‥‥黒板の文字などを読む場合に使用。

	 ノート 

	・ノート‥‥‥‥‥大判のノート（罫線のはっきりしたノート）。

・使い方‥‥‥‥‥行間をあける。書き出しの位置を工夫する。

	触察・観察
	・観察‥‥‥‥‥‥部分と全体の関係把握がしにくい点に留意。

　　　　　　　　　・視力を使った観察。

                  ・レンズの使用。

　　　　　　　　　・充分に時間をかける。

	提出物・

    答案等
	・墨字‥‥‥‥‥‥記入欄などを大きめにする。

・訂正‥‥‥‥‥‥赤のフェルトペンで囲み、欄外で指導する。

	 話し方 
	弱視児の場合も、盲児の場合に準ずる。

	
	


　

